近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
2クール日報（１月28日～2月３日）
	報告日
天気
	2月1日（木）
晴　気温 　最高10度（最低１度）
	報告者
	大阪市社協：木下、堺市社協：増岡
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	志賀町文化ホール

	（主な日程）
	6:40　  出発
7:45　  志賀町VC到着
8:00    朝礼、ミーティング
8:40 　 県Vバス到着　V受付
　　　  V活動、現地調査
13:00　 V活動やニーズ集約、現地調査等
　　　　事務所内や
15:30 　V活動終了
16:30   ミーティング
　　　　静岡県DWATと情報共有
18:00～ 移動（宿泊地まで）
19:00　 大阪第3クールと引継ぎ、志賀町と七尾市との情報共有のミーティング

	報告事項

	■決定事項等
・ニーズ数299件。全部で現調108件、本日の現調19件。
・本日の活動件数は9件（完了4、継続5）。
・ニーズ受付は15件であり、月曜日、火曜日に比べて半減。
・県Vバス15名。個人V3名。
・受付Vは8人。受け付けは順調で、地元ボランティアさんにほかのファイルづくりなどの事務作業を担ってもらった。
・受け付け電話で、2重の受付をさけるために、はじめての相談かどうかをたずねる。
・長野県社協が特例貸し付け担当し、相談が１件あった。2月2日は富来で特例貸し付けの相談会がある。
・軽トラ持ち込みVを町が募集するチラシが完成した。
・マッチング班の事務スペースを整理した。各種チラシや受付票などをわかりやすく配置。
・ニーズ受付の仕組みを構築した。初めてのVでも問題なく対応できた。
・技術系NPOとの連携を強化し、進捗管理を可視化した。
・静岡県のDWATが今後の避難所支援について課題を提起したが、現時点での対応はない。

	今後の主な予定
	・明日は県Ｖバス13名の予定。活動は調整済み。
・県Vバスは2月2日～5日まで職員添乗はなし。
・明日は富来の休憩所が使えない（特例貸し付けの説明会のため）。
・地元Vの駐車は、V車両の増加にともない少し離れた駐車場にとめる。
・新しく届く車両が届くと車両にはるマグネット掲示を取り付ける。

	調整課題・書簡等
	・センターの運営はスタッフ、Vとも日ごと経験値を高めている。朝と終了後のミーティングでも活発に意見を出して大きく改善が進んでいる。
・技術系RATやひのきしん隊と一般Vとの作業の仕分け。
・キーパーソンの職員が休みだったが、大きな問題もなくVCが運営できている。
・環境省が訪問し、町内のごみ等の状況を伝えた。

	その他
	・女子トイレに不審者がいたという報告があった。





